
北有馬村田平産員類化石

1, まえがき :                ,
‐1島原半島南部に位置する北有馬村は

`雲
仙火

山体の北島原地域と,海成層の日之津層群を主

とした南島原地域の境界域にあたる。筆者は ,

1.?62年 19月 より地学教材の資料とする為

北有馬村田平の印平小学校周辺の東西約 azL,

南北約 1・
7臨 事ク産出する早類と有孔摯っ化石

を採集した。

今回この結果について中間発表する機会を得

たが
・
資料不充分の為最終的結論 l・■次国にゅず

り,その概要を発表する。    |
2, 北有馬村地域の地質の概要

オ上正昭(1955)によれば,この地域の
地事
`?ぃ
了姿の琴に調述してぃ子。「下警準

‐古期岩‐琴9甲警弯1体ャする撃写甲岩があ夕,I｀
その上位の申部化石層より上は砂質シルト岩と

シ
ャ)軍粘土層の薄互層で凝区写Fやる。動物

牛有群は弱内湾:幣百争キ年||てやク・警神
と考え合わ。さて申湾性準積物と思われる。全層

醤鮮覇馨願鯨鰐1:『∫l「ず「i:

(口 加高:校 )

孔 化石産地の地質と位置
第2図 ,第 0図に示したようにぉ下部は粒径

0.5～ 5伽の円礫の多払固結度の低い軟弱な砂

質礫岩層で,これょり上位は漸次砂質より凝灰

質のシルト岩に変化している。     1
この下響|の砂質礫岩層および上部の凝灰質シ

"
卜岩より員類化石等を産する。
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第 1図 北有馬村位置図
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第3図 :地質柱状図(かめボちの模式地 )
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以下これらを便宣上 ,それぞれ下部化石層.:上

部化石層と分けて呼ぶことにする。

下部化石層には主として CrasSOstrea_

gigas,マ ガキが密集する部分もあるが ,他の‐

員類も多産する。上部化石層よりPyrene

pamilaノ ミニナ ,Ringicula(Rin―

蒼iculina)dollariSア メウラン■等を
産し,‐ 多量の有孔ン虫化石も採集されたこ

沖積地をほぼ4Lよ り南に流れる川をはさみ ,

東側には下部化石層の砂質礫岩層はみられず ,

ただ
`川
ふヽ の目平小学校の北約 lLの河床

に古期岩類の円礫を含む砂質礫岩の露出をみる

にすぎない。       l        i

花石層は ,員類化石め種類や岩相等より鮮新

世後期ん更新世前期 ,最近の定義では ,更新世

前期といわれる日之津層群と推定され ,前述の

井1上正昭のいう内湾性堆積物に該当するものと

思われる。

4 田平産員類化石の性状

員類化石は概 して保存良好であるが ,薄質の

殻を持つ JoanniSiella lunarisマ
ングッシオガマ等の破損せる保存不良の二枚員

をも多数発見 した。本貝類化石群には次に述べ

る特徴が認められる。       |
:〔 サ

:〕

.構
成種は i Chlamysiゾ |=gurai

以外はすべて現生種である6 .

(2〕 各産地に共通した種で豊富なものは ,

Pyrene lamila.ィ ミニ.ナ ,Rin―

`   gicula(Ri ngi Ct lli,a)loliニ

aris マメウラシマである。

〔3)産地①②では ::種類 :,数量ともに少な|

く,下部化石層め露出した産地には種類

1個体数とも豊富である。    |   |

〔4〕 下部化石層よりのみ多産するCras― 「
sostrea gigasiャ ガキは,上部化

石層には発見できない。

〔5〕 比́較的大型な巻貝および殻質堅厚な二

枚員は ,下部化石層に集中している。

〔6〕 両殻揃った二枚員が若干発見できた。

脆弱な殻を持つBarneO(Umitak―

ea´ )′ jab6ni Ca ゥミタクは2個とも ‐
殻は多少破損されてはいたが ,両殻揃っ

ており垂直の姿勢で埋没していたo

〔7〕 本貝類化石群集は ,始んど内湾性種で 、

占められている。

■ あとがき

採集 した化石中には未決定の種もあるので今

後資料を豊富にし,その生態的特徴をも深 くと

らえて地史的考察をも試みたい。    ́  ・

特に有孔虫化石をも多産することは今後の重 |

要な研究課題でもあろう。

1本研究に際 し,長崎大学学芸学部鎌田
‐
泰彦助

教授に化石鑑定の指針を与えて戴き,また化石

採集にあたり北有馬村立田平小学校に種 便々宜 、
´

を計って戴き協力を得た。ここに感謝の意を表 ‐

したい。
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斧足類 (二 枚員類 )

1,Anadar五 (Scapharca)subこ ieiata(LISCHKE)テ ル荼シ……・

2J Crtts60ζ モlea gittaご (THUNBERC)マ ガキ ‐・'1・
′
,・ .… …… … …・
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' CFaこ
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a cbiぎ iこ all(s.s.)jia,6五 iCa PR:IME'キ■トシジミ・.・・1・ :・・:..1_.:

2 stria‐ Fe農 (Spinё ttFd五 )inltorpl i eait五|(cRABANl‐ et KING)
・    ‐ .                ヨコヤマミミエガイ

lQ:Al a dllr a(SCaphaFC群 >b=:。 lugh t on iti(SCHRENiCK)ア ォガ4ニ

,tiBarnea(Umitakea)Jlap ιn‐ュic a(YOKOYAMA) ウミタタ・…………

| . 1  1‐ 1堀 :足 類 (I角 員類 )―   ‐ャ■ |,|
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)O C t afttig● 1.atum‐ DttAN

I:   :‐  ‐        ..■ .      . ■カドイイダイ
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,  「   ´腹足類 (巻 貝類 )     |

七 Pyrene pニ ニ111(DUNKER'ハ ■ナ ー |・ ∵…■ 11■ :■ Ⅲ …|・ ||

暉 ing卜CulttRingiCuHna)doH aき

'ユ

6品 ニニク多■ ・18
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・…1:・
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〔備考〕(1)表中の数字は保存良好な採集個体数

(2)本は特に多産する種
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